別表5（第4条関係）
教職課程に関する自己点検・評価
	評価実施主体
	評価実施主体の責任者
	評価対象事項
	分析項目
	実施頻度

	教育
・　学生生活委員会
	統括副学長
	5-1.教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画の策定状況 
	・具体的かつ明確な形で設定されているか
	原則として、次回の認証評価の受審までに１回以上

	
	
	5-2. 教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画の策定プロセス
	・当該目標を達成するための策定プロセスに適切な事項が考慮されているか
	

	
	
	5-3. 教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画の見直しの状況
	・教職課程での学修成果や自己点検・評価の結果、社会情勢や教育環境の変化等を踏まえた適切な見直しが行われているか
	

	
	
	5-4. 複数の教職課程を通じた授業科目の共通開設等全学的な教育課程の編成状況
	・教職課程の編成が適切に行われているか
	

	
	
	5-5. ICTの活用指導力等、各科目を横断する重要な事項についての教育課程の体系性
	・教職課程において、ICT活用指導力やデータリテラシーの向上に資する科目が適切に配置されているか
・教職課程において、授業科目の達成目標に応じ、少人数のアクティブ・ラーニングやICTを活用した新たな手法を導入し、「考える」「話す」「行動する」等の多様な学びをもたらす工夫が行われているか
	

	
	
	5-6. 教育課程の充実・見直しの状況
	・教育課程のうち教職課程における自己点検・評価の結果等を踏まえて充実が図られ、適切な見直しが行われているか
	毎年度


	
	
	5-7. 個々の授業科目の到達目標の設定状況
	・教職に関わる個々の授業科目の目標が明確に設定されているか
・教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画と授業科目との関係、授業科目の目的と到達目標、内容と方法、計画、成績評価基準、事前学修と事後学修の内容等がシラバスに明確に記載されているか

	

	
	
	5-8. 個々の教職科目の見直しの状況
	・学修成果や自己点検・評価の結果等を踏まえて充実が図られ、適切な見直しが行われているか
	

	
	
	5-9. 教職実践演習及び教育実習等の実施状況
	・教職課程において特に重要な役割を果たす教職実践演習、教育実習（学校体験活動含む）は事前指導・事後指導を含め、大学の主体的な関与の下で適切に行われているか
	

	
	
	5-10. 成績評価に関する共通理解の構築、成績評価の状況
	・同一名称の授業科目を複数の教員が分担して開講している場合に、成績評価の標準化を図ることができているか
・成績評価基準に則して各授業科目の成績評価や単位認定が厳格かつ客観的に行われているか
	

	
	
	5-11. 教職課程に関するホームページの公表の状況
	・定められた情報が大学ホームページに適切に公表されているか

	

	
	
	5-12. 学修成果に関する情報公表の状況
	・教育職員免許状の取得に必要な資質・能力を備えた学生の育成結果が適切に公表されているか
	

	
	
	5-13. 教職課程を履修する学生の確保に向けた取組の状況
	・教職課程に関する積極的な情報提供の実施ができているか
・教員の養成の目標に照らして適切に学生を受け入れているか
	原則として、次回の認証評価の受審までに1回以上

	
	
	5-14. 学生に対する教職科目の履修指導の実施状況
	・適切な履修指導が行えているか
・「履修カルテ」を適切に活用できているか
	

	
	
	5-15. 教育職員に係る採用情報等の提供、キャリア支援体制の状況
	・教職を履修する学生へ教育職員採用に係る情報を適切に提供しているか
・教職担当教員によるキャリア支援が行われているか
	

	
	
	5-16. 教育委員会や各学校法人との連携・交流等の状況
	・教育委員会や各学校法人と適切に連携・交流を図り、地域の教育課題や教員育成指標を踏まえた教育課程の充実や、学生への指導の充実につなげることができているか
	

	
	
	5-17. 教育実習等を実施する学校との連携・協力の状況
	・教育実習を実施する学校と適切に連携・協力を図り、実習の適切な実施につなげることができているか
	

	
	
	5-18. 学外の多様な人材の活用状況
	・学外の諸機関との連携の下、教育課程を充実するために学外の多様な人材を実務経験のある教員又はゲストスピーカー等として活用することができているか
	



